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１．2024年10月期の連結業績（2023年11月１日～2024年10月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期 18,414 △2.8 △501 ― △577 ― △717 ―
2023年10月期 18,953 △9.3 △802 ― △888 ― △1,376 ―

(注) 包括利益 2024年10月期 △719百万円( ―％) 2023年10月期 △1,363百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年10月期 △45.97 ― △35.4 △3.5 △2.7
2023年10月期 △110.98 ― △47.2 △5.0 △4.2

(参考) 持分法投資損益 2024年10月期 ―百万円 2023年10月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年10月期 15,780 1,617 10.0 △36.98
2023年10月期 17,236 2,510 14.3 19.79

(参考) 自己資本 2024年10月期 1,585百万円 2023年10月期 2,471百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年10月期 795 117 △1,495 978
2023年10月期 △204 102 89 1,560

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年10月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 83 ― 3.2
2024年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―
2025年10月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

(注)１．上記配当の状況は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と管理関係の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、後述の種類株式の配当の状況をご参照ください。

２．2024年10月期期末配当につきましては、本日公表いたしました剰余金の配当に関するお知らせに記載のとおり、

期末配当を無配とさせていただきます。

３．2025年10月期（予想）配当金につきましては、無配とさせていただきます。



３．2025年10月期の連結業績予想（2024年11月１日～2025年10月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,876 0.6 113 ― 72 ― △57 ― △3.71
通 期 18,209 △1.1 127 ― 43 18.9 △140 ― △8.98

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2024年10月期 16,214,400株 2023年10月期 16,214,400株

② 期末自己株式数 2024年10月期 603,480株 2023年10月期 603,480株

③ 期中平均株式数 2024年10月期 15,610,920株 2023年10月期 12,403,345株

(参考) 個別業績の概要

１．2024年10月期の個別業績（2023年11月１日～2024年10月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期 16,707 △7.0 △609 ― △610 ― △738 ―
2023年10月期 17,965 △12.2 △886 ― △902 ― △1,383 ―

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年10月期 △47.34 ―
2023年10月期 △111.58 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年10月期 15,416 1,553 10.0 △39.58
2023年10月期 16,884 2,463 14.5 18.73

(参考) 自己資本 2024年10月期 1,545百万円 2023年10月期 2,455百万円



２．2025年10月期の個別業績予想（2024年11月１日～2025年10月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,916 △0.4 2 ― △115 ― △7.39
通 期 16,245 △2.8 △114 ― △270 ― △17.34

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決算短信（添付資料）７ページ「１．経

営成績等の概況（４）今後の見通し」をご参照ください。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

（Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年10月期 ― 4,000.00 ― 4,000.00 8,000.00

2024年10月期 ― 4,000.00 ― 4,021.92 8,021.92

2025年10月期（予想） ― 3,967.12 ― 4,032.88 8,000.00

（Ｂ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年10月期 ― 500.00 ― 500.00 1,000.00

2024年10月期 ― 500.00 ― 502.74 1,002.74

2025年10月期（予想） ― 495.89 ― 504.11 1,000.00

（注）１株当たり配当金は、円単位未満小数第３位まで計算しその小数第３位を四捨五入して表示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①当連結会計年度の業績概況

連結 （単位：百万円）

2023年10月期 2024年10月期

売上高 18,953 18,414

営業損失(△) △802 △501

経常損失(△) △888 △577

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △1,376 △717

単体 （単位：百万円）

2023年10月期 2024年10月期

売上高 17,965 16,707

営業損失(△) △886 △609

経常損失(△) △902 △610

当期純損失（△） △1,383 △738

当連結会計年度の店舗状況

出店
５店（蔦屋書店事業 １ ゲーム・トレーディングカード事業 ３
飲食事業 １）

閉店 ６店（蔦屋書店事業 ５ 飲食事業 １）

店舗譲渡 １店（蔦屋書店事業 １）

期末店舗数

104店（蔦屋書店事業 53 ゲーム・トレーディングカード事業 29
飲食事業 22）
都県別内訳 新潟42、長野19、神奈川４、東京４、群馬７、埼玉14、茨城６、
宮城６、岩手２

第40期におけるわが国の消費環境は、中国経済の先行き懸念や金融引き締めに伴う海外景気の下振れにより、依然と

して国内外における経済の先行きは不透明な状態が続いています。また、円安の進行や原材料価格、エネルギーコスト

の上昇に伴う生活必需品の値上げも相次いでおり、消費者の節約志向が一層強まっています。一方、当社を取り巻く環

境においては、今年３月に経済産業省主導で立ち上げられた書店振興のためのプロジェクトも、書店経営者と意見交換

するなど官民連携の取組みが本格化してまいりました。

そのような中、新中期経営計画（2024年10月期～2026年10月期）の初年度となる第40期は、読書文化を継承していく

ための“持続可能な書店創り”の方針のもと、計画を遂行すべく、様々な取り組みを実施してまいりました。

昨年10月に新たな出版取次のパートナーとなりました株式会社トーハンとの連携も１年が経過、書籍の品揃えの充実

を図ると共に、NFTデジタル特典付き出版物の販売も開始し、オリジナル企画を不断に展開してまいりました。一方、オ

ンラインでの販売強化にも取り組み、2023年12月にはＥＣ１号店をリニューアルオープン、その後も順次新規に開業し、

１年間で合計４店舗のＥＣショップをオープンするなど、リアル店舗と両輪での販売も強化してまいりました。そのＥ

Ｃ店舗では、トーハンの倉庫在庫と連携していることに加え、当社50店舗以上にある在庫とも連携することにより、圧

倒的な品揃えで販売できる仕組みを構築したことで、販売を拡大してまいりました。

その他、物流に関してもトーハンの物流倉庫と連携し、物販と書籍と同時配送する新たな仕組みも構築し、コスト抑

制と店舗運営の効率化を図ってまいりました。

さらに、複合書店の強みを活かし書籍×○○の掛け合わせにチャレンジ、新規事業や商品、サービスによりお客様に

感動体験や自己発見を提供することで、蔦屋書店事業とのシナジー効果を最大化するべく取り組んでまいりました。新

規事業においては、前期より展開を開始したＤＡＩＳＯやガシャポンバンダイオフィシャルショップのほか、コスメの

ECサイトを運営する企業と提携した、初のリアルコスメショップ「ＮＯＩＮ ｂｅａｕｔｙ」を４店舗オープンするな

ど、年齢や性別を問わず需要が拡大している分野の拡大により、幅広い年齢層の来店機会を創出することができまし

た。また、新規ファッションアイテムや高級食品ブランド、全国から取り寄せた有名菓子、全国観光地の物産展、人気

通販ショップのＰＯＰ ＵＰショップを展開拡大した他、イベントも多数開催し“体験”できる店舗創りに取り組みまし
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た。

また、2024年３月には、「イオンタウン仙台泉大沢店」を新規オープン、順調な推移により、売上高創出に寄与して

おります。

グループ子会社でありますスポーツ関連事業、訪問看護事業、飲食事業につきましては、それぞれの売上は前年を上

回り、連結売上高にも寄与いたしました。特に2023年６月にグループ化しました株式会社メソッドカイザーが運営する

タリーズコーヒーは、売上高が前年を大きく上回る推移を続けており、連結売上高への増加要素に大きく寄与しており

ます。

今後、グループ企業間における会員連携により、新しい顧客体験やサービスを提供するための、自社会員ＩＤの構築

を準備しております。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、連結売上高184億14百万円（前年同期比97.2％）、営業損失５億１百万円（前

期は営業損失８億２百万円）、経常損失５億77百万円（前期は経常損失８億88百万円）、親会社株主に帰属する当期純

損失７億17百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失13億76百万円）となりました。売上高は店舗の撤退が影響

し前年を下回ったものの、それぞれの利益においては前年を上回る結果となりました。

また、中期経営計画をベースとして2023年12月14日に公表した業績予想値からは、売上高＋6.2億円、当期純損失＋

1.5億円と、いずれも上振れする結果となり、中期経営計画の1年目は、概ね計画通りに進捗し、収益改善が進んだ結果

となりました。

事業別の業況は次のとおりです。

なお、各セグメントの業績値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めております。

【蔦屋書店事業】

同事業の売上高は16,707百万円（前年同期比93.0％）となりました。主力商品の売上高は、書籍10,584百万円

（前年同比95.0％）、特撰雑貨・文具3,047百万円（前年同期比98.4％）、レンタル700百万円（前年同期比77.2

％）、賃貸不動産収入522百万円（前年同期比89.8％)、販売用ＣＤ240百万円（前年同期比72.2％）、ゲーム・リサ

イクル230百万円（前年同期比57.2％）、販売用ＤＶＤ184百万円（前年同期比63.5％）となりました。

【ゲーム・トレーディングカード事業】

同事業の当連結会計年度の業績は、売上高384百万円（前年同期比112.3％）となりました。

【スポーツ関連事業】

同事業の当連結会計年度の業績は、売上高253百万円（前年同期比105.9％）となりました。

【訪問看護事業】

同事業の当連結会計年度の業績は、売上高180百万円（前年同期比147.4％）となりました。

【飲食事業】

当事業の当連結会計年度の業績は、売上高1,145百万円（前年同期比268.6％）となりました。



株式会社トップカルチャー(7640) 2024年10月期 決算短信

4

②販売状況

当連結会計年度における販売等の状況は次のとおりです。

1.商品別売上状況

区 分

前連結会計年度
(自 2022年11月１日
至 2023年10月31日)

当連結会計年度
(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日) 前年比

売上高
(千円)

構成比
(％)

売上高
(千円)

構成比
(％)

蔦屋書店事業

書籍 11,141,389 58.4 10,584,464 56.7 95.0

特撰雑貨・文具 3,096,241 16.2 3,047,805 16.3 98.4

レンタル 907,162 4.8 700,387 3.8 77.2

賃貸不動産収入 581,720 3.0 522,437 2.8 89.8

販売用ＣＤ 333,448 1.7 240,895 1.3 72.2

ゲーム・リサイクル 403,370 2.1 230,834 1.2 57.2

販売用ＤＶＤ 290,671 1.5 184,610 1.0 63.5

その他 1,105,796 5.8 975,762 5.2 88.2

セグメント間の
内部売上高又は振替高

105,856 0.6 219,905 1.2 208.0

計 17,965,656 94.1 16,707,102 89.5 93.0

ゲーム・
トレーディグ
カード事業

外部顧客に対する売上高 342,533 1.8 384,667 2.1 112.3

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 342,533 1.8 384,667 2.1 112.3

スポーツ関連
事業

外部顧客に対する売上高 202,668 1.1 216,833 1.1 107.0

セグメント間の
内部売上高又は振替高

36,218 0.2 36,218 0.2 100.0

計 238,886 1.3 253,051 1.3 105.9

訪問看護事業

外部顧客に対する売上高 122,286 0.6 180,299 1.0 147.4

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 122,286 0.6 180,299 1.0 147.4

飲食事業

外部顧客に対する売上高 426,244 2.2 1,145,029 6.1 268.6

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 426,244 2.2 1,145,029 6.1 268.6

合計 19,095,608 100.0 18,670,151 100.0 97.8

（注）１、セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。

２、蔦屋書店事業の「その他」は、図書カード他であります。
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（２）当期の財政状態の概況

（連結財政状態） （単位：百万円）

2023年10月期 2024年10月期 増減

総資産 17,236 15,780 △1,456

純資産 2,510 1,617 △892

自己資本比率 14.3％ 10.0％ △4.3％

１株当たり純資産 19円79銭 △36円98銭 △56円77銭

連結財政状態

総資産につきましては、前年度比1,456百万円減少し、15,780百万円となりました。これは主に、以下の増減によ

るものです。

増加：売掛金52百万円

減少：現金及び預金581百万円、商品348百万円、建物及び構築物157百万円、リース資産57百万円、

投資有価証券36百万円、敷金及び保証金183百万円

負債につきましては、前年度比564万円減少し、14,162百万円となりました。これは主に以下の増減によるもので

す。

増加：買掛金542百万円

減少：預り金330百万円、１年内返済予定の長期借入金56百万円、長期借入金587百万円、

リース債務191百万円

純資産につきましては、前年度比892百万円減少し、1,617百万円となりました。これは主に以下の増減によるも

のです。

増加：資本剰余金2,069百万円
減少：資本金2,242百万円、利益剰余金717百万円

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

（連結キャッシュ・フロー） （単位：百万円）

2023年10月期 2024年10月期 増減

営業活動によるキャッシュ・フロー △204 795 1,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 102 117 15

財務活動によるキャッシュ・フロー 89 △1,495 △1,584

現金及び現金同等物の増減額 △12 △581 △568

現金及び現金同等物の期末残高 1,560 978 △581

連結キャッシュ・フローの状態

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前連結会計年度末に比べ581

百万円減少し、978百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、前年度比1,000百万円増加し、795百万円の獲得となりました。これは主に、営業損失が

664百万円減少した一方、仕入債務の増減額が、520百万円増加したことによります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、前年度比15百万円増加し、117百万円の獲得となりました。これは主に、連結子会社株式

の取得による支出が119百万円、投資有価証券売却による収入が69百万円、それぞれ減少した一方、有形固定資産の

取得による支出が28百万円増加したことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、前年度比1,584百万円減少し、1,495百万円の支出となりました。これは主に、株式の発

行による収入が649百万円、長期借入よる収入が300百万円、それぞれ減少したことによるものです

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年10月期 2021年10月期 2022年10月期 2023年10月期 2024年10月期

自己資本比率 17.9 20.6 18.5 14.3 10.0

時価ベースの自己資本比率 22.1 21.7 13.6 15.6 14.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

3.3 △4.3 51.8 △52.0 12.3

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

28.9 △24.1 2.1 1.9 △7.0

(注)1.各指標の算出基準は以下のとおりです。

自己資本比率 （自己資本）÷（総資産）

時価ベースの自己資本比率 （株式時価総額）÷（総資産）

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 （有利子負債）÷（キャッシュ・フロー）

インタレスト・カバレッジ・レシオ （営業キャッシュ・フロー）÷（利払い）

2.各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

3.株式時価総額は、（期末株価終値）×（期末発行済株式総数（自己株式控除後））により計算しております。

4.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象にしております。

5.キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを用いております。

6.利払いは連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を用いております。

（４）今後の見通し

次期につきましても、引き続き中期経営計画2年目として、読書文化を継承していくことを目的とした“持続可能な

書店創り”の方針のもと、書籍を中心とした業態連携や新規商品導入へのチャレンジを加速させ、本から繋がる／本

へと繋がる売場創りを強化、新規の来店や再来店に繋がるイベントも多数開催してまいります。

またECにおいても、更なる売上と出店の拡大を図ることにより、読書文化を広める基盤を創っていくと同時に、蔦

屋書店事業とグループ子会社4社とのの連携強化による、相乗効果最大化を図ることにより、グループの黒字化を目指

してまいります。

2024年３月に経済産業省主導で立ち上げられた「書店振興のためのプロジェクト」が始動したことにより、当社の

書店業界における役割がより明確となった中で、文化商材である”本”というものをお客様に届け続け、読書とい

う”人”にとってかけがえのない文化を承継していくこと、ひいては書店業界を変革し、永続するための儲かる書店

創り、及び業界の事業承継問題に真剣に取り組むことを使命とし、町から書店を守ることで、中長期的な企業価値向

上のため計画を実行してまいります。

以上により、次期の連結業績見通しにつきましては、売上高18,209百万円（前年比98.9％）、営業利益127百万円

(前年同期営業損失501百万円)、経常利益43百万円（前年同期経常損失577百万円）、親会社株主に帰属する当期純損

失140百万円（前年同期親会社株主に帰属する当期純損失717百万円）を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っていないため、連結財務諸表の作成にあたり、日本基準を

採用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当連結会計年度
(2024年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,570,708 988,928

売掛金 351,448 404,344

商品 7,268,167 6,920,010

前払費用 255,104 233,728

未収入金 162,092 190,612

その他 109,514 11,577

貸倒引当金 △404 △404

流動資産合計 9,716,632 8,748,797

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,034,746 4,718,666

減価償却累計額 △3,723,001 △3,564,208

建物及び構築物（純額） 1,311,744 1,154,457

車両運搬具 26,988 17,019

減価償却累計額 △20,368 △14,006

車両運搬具（純額） 6,619 3,013

工具、器具及び備品 773,712 730,191

減価償却累計額 △719,050 △668,460

工具、器具及び備品（純額） 54,661 61,730

土地 1,423,310 1,415,040

リース資産 5,155,536 5,333,353

減価償却累計額 △3,156,580 △3,391,456

リース資産（純額） 1,998,956 1,941,896

有形固定資産合計 4,795,292 4,576,138

無形固定資産

のれん 139,385 118,213

ソフトウエア 4,488 3,328

電話加入権 12,995 12,995

無形リース資産 370 ―

無形固定資産合計 157,239 134,537

投資その他の資産

投資有価証券 68,354 32,254

敷金及び保証金 2,322,112 2,138,293

長期前払費用 128,993 91,499

その他 48,210 58,840

投資その他の資産合計 2,567,670 2,320,887

固定資産合計 7,520,202 7,031,563

資産合計 17,236,835 15,780,360
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当連結会計年度
(2024年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,688,332 3,230,455

短期借入金 4,500,000 4,500,000

1年内返済予定の長期借入金 644,676 587,887

リース債務 335,237 355,547

未払法人税等 49,390 38,643

賞与引当金 30,000 28,000

未払金 280,186 304,114

資産除去債務 5,481 3,127

株主優待引当金 ― 7,500

その他 573,324 278,847

流動負債合計 9,106,629 9,334,123

固定負債

長期借入金 2,195,680 1,607,793

リース債務 2,920,864 2,708,864

資産除去債務 180,185 181,437

長期前受収益 1,277 158

退職給付に係る負債 33,042 29,464

役員退職慰労引当金 62,941 62,941

長期未払金 11,689 21,267

長期預り敷金保証金 214,291 216,542

固定負債合計 5,619,972 4,828,468

負債合計 14,726,601 14,162,591

純資産の部

株主資本

資本金 2,342,378 100,000

資本剰余金 2,045,929 4,115,474

利益剰余金 △1,643,970 △2,361,594

自己株式 △270,027 △270,027

株主資本合計 2,474,308 1,583,851

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,435 1,902

その他の包括利益累計額合計 △2,435 1,902

新株予約権 8,249 8,249

非支配株主持分 30,110 23,765

純資産合計 2,510,233 1,617,769

負債純資産合計 17,236,835 15,780,360



株式会社トップカルチャー(7640) 2024年10月期 決算短信

9

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年11月１日
至 2023年10月31日)

当連結会計年度
(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

売上高 18,953,534 18,414,028

売上原価 12,948,824 12,092,895

売上総利益 6,004,709 6,321,132

販売費及び一般管理費 6,806,969 6,823,090

営業損失（△） △802,260 △501,957

営業外収益

受取利息 9,105 8,709

協賛金収入 12,889 12,676

助成金収入 4,320 3,014

スクラップ売却益 5,037 ―

雑収入 13,143 13,222

営業外収益合計 44,496 37,622

営業外費用

支払利息 110,528 112,535

新株発行費 20,474 ―

雑損失 ― 373

営業外費用合計 131,003 112,908

経常損失（△） △888,767 △577,243

特別利益

固定資産売却益 6,267 4,166

特別利益合計 6,267 4,166

特別損失

減損損失 430,797 94,430

投資有価証券評価損 ― 10,500

固定資産処分損 33,588 ―

リース解約損 2,037 6,119

特別損失合計 466,423 111,050

税金等調整前当期純損失（△） △1,348,923 △684,127

法人税、住民税及び事業税 27,091 39,841

法人税等合計 27,091 39,841

当期純損失（△） △1,376,014 △723,969

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

490 △6,345

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △1,376,505 △717,624
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年11月１日
至 2023年10月31日)

当連結会計年度
(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

当期純損失（△） △1,376,014 △723,969

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,787 4,338

その他の包括利益合計 12,787 4,338

包括利益 △1,363,227 △719,631

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △1,363,717 △713,285

非支配株主に係る包括利益 490 △6,345
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年11月１日 至 2023年10月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,007,370 1,909,428 △267,465 △270,027 3,379,305

当期変動額

新株の発行 335,008 335,008 ― ― 670,016

剰余金（その他資本剰余

金）の配当
― △198,507 ― ― △198,507

親会社株主に帰属する当期

純損失（△）
― ― △1,376,505 ― △1,376,505

株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
― ― ― ― ―

当期変動額合計 335,008 136,500 △1,376,505 ― △904,996

当期末残高 2,342,378 2,045,929 △1,643,970 △270,027 2,474,308

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △15,223 △15,223 8,249 29,620 3,401,951

当期変動額

新株の発行 ― ― ― ― 670,016

剰余金（その他資本剰余

金）の配当
― ― ― ― △198,507

親会社株主に帰属する当期

純損失（△）
― ― ― ― △1,376,505

株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
12,787 12,787 ― 490 13,278

当期変動額合計 12,787 12,787 ― 490 △891,718

当期末残高 △2,435 △2,435 8,249 30,110 2,510,233



株式会社トップカルチャー(7640) 2024年10月期 決算短信

12

当連結会計年度(自 2023年11月１日 至 2024年10月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,342,378 2,045,929 △1,643,970 △270,027 2,474,308

当期変動額

減資 △2,242,378 2,242,378 ― ― ―

剰余金（その他資本剰余

金）の配当
― △172,832 ― ― △172,832

親会社株主に帰属する当期

純損失（△）
― ― △717,624 ― △717,624

株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
― ― ― ― ―

当期変動額合計 △2,242,378 2,069,545 △717,624 ― △890,456

当期末残高 100,000 4,115,474 △2,361,594 △270,027 1,583,851

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △2,435 △2,435 8,249 30,110 2,510,233

当期変動額

減資 ― ― ― ― ―

剰余金（その他資本剰余

金）の配当
― ― ― ― △172,832

親会社株主に帰属する当期

純損失（△）
― ― ― ― △717,624

株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
4,338 4,338 ― △6,345 △2,006

当期変動額合計 4,338 4,338 ― △6,345 △892,463

当期末残高 1,902 1,902 8,249 23,765 1,617,769
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年11月１日
至 2023年10月31日)

当連結会計年度
(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △1,348,923 △684,127

減価償却費 483,986 417,176

減損損失 430,797 94,430

のれん償却額 8,821 21,172

固定資産処分損益（△は益） 33,588 ―

固定資産売却損益（△は益） △6,267 △4,166

リース解約損 2,037 6,119

投資有価証券評価損益（△は益） ― 10,500

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,000 △2,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △8,708 △3,578

受取利息及び受取配当金 △9,181 △8,788

支払利息 110,528 112,535

売上債権の増減額（△は増加） 74,534 △52,895

棚卸資産の増減額（△は増加） 49,458 348,157

仕入債務の増減額（△は減少） 19,906 540,081

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,593 51,598

長期前払費用の増減額（△は増加） 19,881 2,247

その他 44,941 90,461

小計 △65,004 938,926

利息及び配当金の受取額 423 444

利息の支払額 △109,603 △112,905

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △30,081 △30,599

営業活動によるキャッシュ・フロー △204,266 795,864

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △35,333 △63,626

有形固定資産の売却による収入 10,368 7,100

無形固定資産の取得による支出 △2,000 △700

投資有価証券の取得による支出 △30,587 ―

投資有価証券の売却による収入 100,149 30,277

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△119,777 ―

敷金及び保証金の回収による収入 235,460 175,712

敷金及び保証金の差入による支出 △6,733 △25,574

資産除去債務の履行による支出 △52,354 △7,840

その他 3,069 2,569

投資活動によるキャッシュ・フロー 102,261 117,916

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 ―

長期借入れによる収入 300,000 ―

長期借入金の返済による支出 △707,938 △644,676

株式の発行による収入 649,541 ―

リース債務の返済による支出 △381,626 △348,128

割賦債務の返済による支出 △2,487 ―

配当金の支払額 △198,384 △172,757

その他 330,000 △330,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 89,104 △1,495,561

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,899 △581,779

現金及び現金同等物の期首残高 1,573,608 1,560,708

現金及び現金同等物の期末残高 1,560,708 978,928
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

１ 報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営 資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は主に、商品・サービス別の事業会社を置き、各事業会社は、取扱う商品・サービスについて包括的な事業

戦略の立案並びに事業活動を展開しております。

したがって、事業会社を基礎とした商品・サービス別の事業セグメントから構成されており、「蔦屋書店事業」

「ゲーム・トレーディングカード事業」「スポーツ関連事業」「看護訪問事業」「飲食事業」の５つを報告セグメ

ントとしております。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「蔦屋書店事業」は、書籍、CD・DVD、特撰雑貨・文具等の販売およびCD・DVD等のレンタルを取扱うチェーンス

トアを事業展開しております。

「ゲーム・トレーディングカード事業」は、ゲームやトレーディングカード及び中古書籍・音楽・映像ソフト等

を取扱う,「古本市場トップブックス」及び「ふるいちトップブックス」を店舗展開しております。

「スポーツ関連事業」は、サッカークラブ及びサッカースクールの運営並びにスポーツ施設の企画・経営等を事

業内容として展開しております。

「訪問看護事業」は精神疾患・認知症を中心とした訪問看護事業を行っております。

「飲食事業」はタリーズコーヒーのフランチャイズ運営を主な事業内容としており、当社の蔦屋書店へ店舗を展

開しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年11月１日 至 2023年10月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１
（注）３

連結財務諸表
計上額
（注）２

蔦屋書店
事業

ゲーム・

トレーディング

カード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

売上高

外部顧客に

対する売上高
17,859,800 342,533 202,668 122,286 426,244 18,953,534 ― 18,953,534

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

105,856 ― 36,218 ― ― 142,074 △142,074 ―

計 17,965,656 342,533 238,886 122,286 426,244 19,095,608 △142,074 18,953,534

セグメント利益

又は損失（△）
△886,764 7,455 10,804 407 15,958 △852,138 49,878 △802,260

セグメント資産 16,745,538 269,327 31,166 50,179 442,430 17,538,642 △301,807 17,236,835

その他の項目

減価償却費 462,098 19,051 263 2,074 498 483,986 ― 483,986

のれんの

償却額
― ― ― ― 8,821 8,821 ― 8,821

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

195,348 83,785 ― ― 152,611 431,746 ― 431,746

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。

当連結会計年度(自 2023年11月１日 至 2024年10月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１
（注）３

連結財務諸表
計上額
（注）２

蔦屋書店
事業

ゲーム・

トレーディング

カード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

売上高

外部顧客に

対する売上高
16,487,197 384,667 216,833 180,299 1,145,029 18,414,028 ― 18,414,028

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

219,905 ― 36,218 ― ― 256,123 △256,123 ―

計 16,707,102 384,667 253,051 180,299 1,145,029 18,670,151 △256,123 18,414,028

セグメント利益

又は損失（△）
△609,989 △13,106 12,281 21,346 47,648 △541,820 39,862 △501,957

セグメント資産 15,298,158 268,767 44,342 75,018 429,201 16,115,486 △335,126 15,780,360

その他の項目

減価償却費 378,995 30,528 905 1,273 7,769 419,471 △2,294 417,176

のれんの

償却額
― ― ― ― 21,172 21,172 ― 21,172

有形固定資産

及び無形固定

資産の増加額

200,587 28,482 687 2,569 25,003 257,330 ― 257,330

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2022年11月１日 至 2023年10月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。

当連結会計年度(自 2023年11月１日 至 2024年10月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年11月１日 至 2023年10月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
蔦屋書店事業

ゲーム・
トレーディン
グカード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

減損損失 430,797 ― ― ― ― ― 430,797

当連結会計年度(自 2023年11月１日 至 2024年10月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
蔦屋書店事業

ゲーム・
トレーディン
グカード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

減損損失 94,430 ― ― ― ― ― 94,430
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年11月１日 至 2023年10月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
蔦屋書店事業

ゲーム・

トレーディング

カード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

当期償却額 ― ― ― ― 8,821 ― 8,821

当期末残高 ― ― ― ― 139,385 ― 139,385

当連結会計年度(自 2023年11月１日 至 2024年10月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
蔦屋書店事業

ゲーム・

トレーディング

カード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

当期償却額 ― ― ― ― 21,172 ― 21,172

当期末残高 ― ― ― ― 118,213 ― 118,213

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年11月１日 至 2023年10月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2023年11月１日 至 2024年10月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年11月１日
至 2023年10月31日)

当連結会計年度
(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

１株当たり純資産額 19円79銭 △36円98銭

１株当たり当期純損失金額（△） △110円98銭 △45円97銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

― ―

（注）１ 前連結会計年度及び当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2023年10月31日)

当連結会計年度
(2024年10月31日)

純資産の部の合計額（千円） 2,510,233 1,617,769

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 308,872 577,245

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 2,201,360 2,195,014

差額の主な内訳（千円）

新株予約権 8,249 8,249
非支配株主持分 30,110 23,765
優先株式の払込金額 2,100,000 2,100,000
優先配当額 63,000 63,000

普通株式の発行済株式数（株） 16,214,400 16,214,400

普通株式の自己株式数（株） 603,480 603,480

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株
式数（株）

15,610,920 15,610,920

３ １株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年11月１日
至 2023年10月31日)

当連結会計年度
(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

１株当たり当期純損失金額（△）

親会社株主に帰属する当期純損失（△）
（千円）

△1,376,505 △717,624

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純損失（△）（千円）

△1,376,505 △717,624

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 12,403,345 15,610,920

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の
概要

― ―
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。


